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＜連絡事項＞　

· 医療事故対策委員会より

医療安全情報No10 が広報されました。医療検査機器使用時にも万全の注意をはらうことが必要であり、予想外の事故を発生することもあります。

※資料はＷｉｚ掲示板を参照してください。
· 9/20、9/21と中途入職者対象（谷川、松尾、出貝、兵藤）の研修があります。

9：30～1日、会議室で実施します。対象者は日中病棟不在になります。

· 本日17：30～看護グループ研修があります。出席するようにして下さい。

· スタッフオフィス内に不在時は必ずドアを閉めて施錠して下さい。事故につながるケースもある為、環境整備の一つとして意識して実践して下さい。

合併症室は基本的に清潔区域として普段はドアを閉めて使用して下さい。

＜患者様連絡事項＞

石塚　文明様～予測指示として低血糖症状時
　　　　　　　50%ブドウ糖20ｍｌから

　　　　　　　　　　　　↓
20％ブドウ糖20ｍｌ　静脈注射　の指示あり。

医師に確認してから行なって下さい。

＜田名部Ｄｒケースカンファ＞

山上　賢一様～13：00退院。今後はあかしや寮へ入所し、当院へ外来通院をするとの事。

森越　義夫様～浮腫、胸水などから呼吸異常などあった場合は予測指示としてラシックス(利尿剤)の筋肉注射を医師に確認して行なって下さい。カリウムが低値の為、アスパラＫは継続していくとの事。

野坂　重夫様～服薬調整を行ない血圧は現在安定している。夜間の睡眠もとれ不穏行動も見られない為、このまま様子見ていくとの事

田嶋　弘樹様～本人から退院したいとの発言があり母様、Ｄｒと面談を行っている。

　　　　　　　入院継続し治療は行う方針、本日の診察時に医師から本人へ説明するとの。

事。

長根　斑男様～血圧安定しているが歩行時のふらつき、不安定さがある為、ビタミン剤の処方を継続し様子を見ていくとの事。

川村　つゑ様～老年期痴呆症状があり、アリセプト処方していくとの事。

神代　達也様～西Ａユニットの候補としてベットコントロールへ情報提供し移動を検討して下さいとの事。

佐々木　尚子～4時の菓子パン、5ｃｍ×5ｃｍ⇒1/2個へ変更。吐く様であればもとへ戻し、吐かないのであれば今後も摂取可の指示あり。現在の体重32.0kg、

体重35kgを目標にして行く。

　　　　　　　

＜新入院患者様＞　

下村 英三郎様(シモムラ エイザブロウ)　62歳　病名:アルコ－ル依存症　

入院形態:任意入院　

病棟:東病棟合併症室　

主治医:安ヶ平先生
洗濯は業者
飲酒について、若い頃は良く飲み日本酒5合位飲酒していた時もあったが平成5年8月に飲酒して倒れ、みちのく記念病院に入院してから自力での歩行が困難となりリハビリ(椎間板ヘルニアと診断)を受けていた。現在は杖を使い10m位は歩けるが、車椅子の生活という事と単身生活の為、ヘルパ－を利用(22歳で結婚したが、現在は離婚している)していた。現在、飲酒は眠れない時に焼酎を1～2合程度飲んでいたが、それでも睡眠時間は短く毎日ではないが日中も飲酒する事があった。その為、平成19年9月にヘルパ－利用は中止となっている。食事も余り摂れていず、8月から入浴していないなど身辺栄養状態の改善及び、アルコ－ル依存症治療プログラム導入の目的で受診。医師の説明に了解され、そのまま任意入院となる。当初、東病棟Aユニットへの入院予定だったが、本人の現在の状態(車椅子での生活、自力歩行も困難、点滴療法も開始となることから)を考え、東病棟合併症室へ入院となっている。

　入院時の酒臭はない。バイタル異常もなく、昼食も全量摂取している。その後は、臥床して過ごしている。疎通は比較的良好で、理解力もある様子。今後は、離脱症状の出現に注意し出現時は本人の安全安楽を第一優先とし援助して行く。また、点滴療法終了後よりアルコールプログラム導入とし断酒意志の確立につなげていくよう援助し、今回の入院の振り返りも一緒に行っていきましょう。












